
２０１８（平成 30）年度事業報告 

 

1．米沢古文書研究会例会と関係行事 

 

Ⅰ 部                 Ⅱ 部 

     （国政談，綱勝文書）         （式目，井蛙鄙談） 

     4 月 21 日(土) 例会は休み       4月 28日(土) 

      13：30 総会（3階 301 研修室） 

     総会終了後の勉強 

上杉文書 1266の「慶応四年福島藩板倉家の米沢避難依頼文書」を読む 

            講師：武田 節子さん 

（なお，武田さんの御先祖は二本松藩士であり，夫君である武田徹さん

が編纂した「朝河正澄」の本を多数頂き配布。二本松藩士・朝河正澄の

戊辰戦争から明治の教育者の歩みを描いたもの。正澄は世界的な歴史学

者朝河貫一の父） 

     5 月 19 日(土)             5月 26日(土） 

     6 月 16 日(土）             6 月 23日(土) 

 

7,8月は，古文書入門講座（3回開催, 日程・講師は①,②,③） 

     7 月 21 日(土)①高橋敬一さん      7月 28日(土)②長美千枝さん 

     8 月 4日(土)③中村善治さん 

 

     9 月 15 日(土）             9 月 23日(土) 11：00                   

(3階 301 研修室) 

                       ミニ講演会 髙橋 捷夫さん 

題目「戊辰戦争の東北」 

 

    10 月 6日(土)午前 8：00出発 研修旅行 白河・二本松の旅 

 

10月 20日(土)             10月 27日(土) 

11月 15日(土)             11月 24日(土) 

12月 15日(土）綱勝文書終了        12月 8日(土) 

            売賀家文書 

1月 19日(土)            1月 26日(土) 

                  新春茶話会（3 階 301 研修室） 



2月 16日(土)            2月 23日(土) 

 2月の例会は市立米沢図書館古文書解読講座参加のため休みとした 

   2月 16 日 「甘粕家文書を読む」  

講師：市立図書館 郷土資料担当 青木 昭博さん   

        2 月 23 日 「文の燈を読む」 

講師：市立図書館 郷土資料担当 青木 昭博さん 

           「小島寛助家文書を読む」 

講師：山形県立女子短期大学教授 小林 文雄さん 

 

3月 16日(土) 午前中理事会開催   3 月 23日(土) 例会後 会計監査 

        売賀家文書終了，文の燈      

 

2．入門講座について 

 2018（平成 30）年は戊辰戦争 150年（明治 150 年）になるので，上杉文書の戊辰

関連文書から，比較的読みやすい文書を選択して教材にした。慶応 4年（明治元

年，1868）初頭の会津討伐を命じられた関係文書から始まり，奥羽越列藩同盟に関

する文書，戦闘状況の文書，降伏関係文書，戦後の首謀者処罰に関する文書，屋代

郷を差し出す敗戦処理に関する文書と時系列で教材とした。ただ，戊辰戦争に関す

る一般の興味は思ったほどでなく，一般参加者は少なかった。 

 

3．ミニ講演会について 

  戊辰関連の研修旅行をすることから，例年は 10 月の講演会を 9月に前倒しして，

高橋捷夫さんに「戊辰戦争と東北」と題して，東北から見た戊辰戦争の意味を解説

してもらった。 

 

4．研修旅行について 

戊辰戦争関連地をめぐる旅とすることとし，新潟方面と福島方面が候補地にあが

ったが，新潟は日帰りではスケジュールがきついので福島の白河・二本松を廻るこ

とにして，研修旅行担当の上泉さん・永井さんの企画で，白河小峰城，集古館，白

河の関，二本松大隣寺，二本松城，二本松資料館をバスで廻った。 

 

5．上杉虎雄顧問の訃報 

昭和 62年から平成 14年まで長らく当会会長を勤め，会長退任後は現在まで顧問

であった上杉虎雄先生が，2018年 12月 12日にお亡くなりになった。虎雄先生は，

2016年の 50周年行事の際に，ちょうど 90才であり，次の 60周年では 100 才にな

る旨の挨拶を頂いたが，残念ながら 60 周年ではお会いできなくなった。ご冥福を



お祈り申し上げます。 

 

6．丸高歴史文化財団と「飯粮集を読む」出版 

米沢市教育委員会から当研究会の長年の活動が評価され酒田市の丸高歴史文化

財団の助成金交付団体として推薦され，財団から研究会双書出版の費用等として

助成金の交付決定があり，年度末に研究会双書２冊目となる「飯粮集を読む」を

出版した。 

 

7．例会について 

   Ⅰ部例会は，前半は「国政談」（講師 山王堂初雄さん，平賀陽子さん，髙橋敬

一さん），後半は青木昭博さんが講師で，12月まで「綱勝文書」，12月から 3月ま

で新教材のつなぎとして「売賀家文書」と「文の燈」を読み，来年度から「増補

旅使奏訓」を読む予定である。Ⅱ部例会は，前半は「御代々式目」（講師 川崎和

子さん，中村恵子さん，高橋育子さん），後半を「井蛙鄙談」（講師 岡崎勝利さ

ん，中村善治さん）を読んでいる。 

 

8. その他 

(1) 市立米沢図書館の図書館サポーター活動として，毎週木曜日午後 2時から，上

杉文書（戊辰関連），岩瀬小右衛門覚書，紹襲録の解読，上杉文書等のマイクロフ

ィルムのデジタル化作業と行っているが，メンバーが固定化しており，参加者を

募っている。 

(2) 市長への申し入れ（上杉文書などの計画的な解読など），上杉博物館所蔵資料

の閲覧は，諸事情により実現できなかった。 

  (3)インターネットの利用 

    「米沢古文書研究会」ホームページと掲示板がある。 

 http://yonezawakomonjo.web.fc2.com 

                                             以上 


